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文  責 
地域連携推進担当  
横光 雄介 

今年度学校運営協議会発足する 
本
年
度
の
学
校
運
営
協
議
会
が
発
足
し
、

５
月
１
日
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
委
員
の
皆
様
に
は
、
学
校
教
育
目
標
や
重

点
的
な
取
組
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
の
充
実
に

つ
い
て
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
子
供
た
ち
の
学
び
や
生
活
の

様
子
を
共
有
し
、
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た

取
組
や
見
守
り
体
制
の
充
実
な
ど
、
様
々
な

視
点
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
温
か
く

建
設
的
な
ご
提
案
を
受
け
、
学
校
と
し
て
も

教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
た
方
向
性
を
再
確

認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
互
い
に
理

解
を
深
め
な
が
ら
連
携
し
、「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

委 員 名 役 職 所  属 

伊 藤  克 治 学 識 経 験 者  福岡教育大学教授 

藤 野  進 会 長 瓦田区副区長 

肝 付  菜 緒 副会長 保護者代表 

橋 口  泰 資 委 員 白木原区副区長 

上 野  修 委 員 雑餉隈町区区長 

平  ヒ ロ 子 委 員 栄町区区長 

松 田  祐 子 委 員 保護者代表 

蘆原  さくら 委 員 保護者代表 

野黒美 キミ子 委 員 民生委員 

 

本年度委員のご紹介（敬称略） 

委 員 名 役 職 所  属 

河 上  忠 司 委 員 大野北小学校校長 

三 宅  健 児 委 員 大野小学校教頭 

岩 下  剛 司 委 員 教育委員会 

瀨 口  勇 治 委 員 本校校長 

大 村  真 弘 委 員 本校教頭 

横 光  雄 介 委 員 本校主幹教諭 

平 田  裕 樹 委 員 本校主幹教諭 

 
一年間よろしくお願いします 

議 事 報 告 

（１）令和８年度 学校経営要綱について 

（２）学校運営協議会の年間計画について 

（３）学校の様子について 

（４）主な学校行事及び令和８年度地域貢

献活動計画について 

議
事
に
お
い
て
は
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
報

告
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

（
１
）
令
和
８
年
度
学
校
経
営
要
綱
に
つ
い
て

は
、
学
校
教
育
目
標
や
重
点
的
な
取
組
の
方
向
性

を
説
明
し
、
委
員
の
皆
様
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

（
２
）
年
間
計
画
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
開

催
予
定
や
学
校
と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。 

（
３
）
学
校
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
学

習
や
生
活
の
状
況
を
共
有
し
、
現
状
理
解
を
深
め

ま
し
た
。 

（
４
）
主
な
学
校
行
事
や
地
域
貢
献
活
動
計
画

に
つ
い
て
は
、
地
域
と
連
携
し
た
取
組
の
充
実
に

向
け
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

委 員 よ り 

○ 登下校の際の挨拶は中学生が一番素晴らしい！ 

○ 登下校のマナーを引き続き守っていきましょう。特に、

自転車の交通ルールについては再度確認し、しっかりと守

れるようにしておきましょう。 

○ 道路を渡るときは必ず横断歩道を使いましょう。中学生

が小学生のお手本となってほしいと思います。 

○ 西鉄高架下、牛頸川付近に整備されている

公園の名称を募集します。詳しくは後日チラ

シを配付します。 

伊 藤 先 生 よ り 

○ 単元を貫く「なぜ」の問いは、次期学習
指導要領の中核となる探究的な学びに直結
します。すでに多くの授業で実践されてい
てとても素晴らしい取組です。 

○ Well-being の視点が学校経営要綱に反
映されている点はとても評価できます。子
供も教師も共に健やかに学校生活を送るこ
とができる学校づくりに期待します。 福岡教育大学 

教授 伊藤克治 先生 

――――― 次 回 連 絡 ――――― 

第２回学校運営協議会 

令和８年７月２日（木）１０：００～１１：３０ 

於 本校多目的室 


